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青年・女性漁業者交流大会

１月17日、三重県青年・女性漁業者交流大会が、三重漁連のり流通センター（松阪市）で開催され、当県民局からは、尾鷲市の梶賀大敷に勤める妻有が「就業までの道のりと今後の漁業者確保について」発表しました。今回はその模様をお届けします。
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青年・女性漁業者交流大会とは？
青年・女性漁業者交流大会は、青年漁業者と女性漁業者が取り組んだ事例を発表しあい、相互に高め合うものです。今回は48回目と大変歴史のある大会です。
明和町大淀からは漁場再生の取り組み、松阪市猟師からは婦人部活動の課題と解決、南勢町からはガンガゼの有効利用、鳥羽市相差からは海女による担い手対策が発表されました。

　県内水産業界からたくさんの人が発表を聴きに集まり、多くの質問が飛び交った活発な交流が行われていました。　
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妻有さんの発表とは？
自称新米漁業者の妻有さんは京都出身で、尾鷲市漁業体験教室に参加しました。その後約1年間、梶賀大敷で下積み修行し、その努力が認められて就業することができました。
漁村は漁業と地区が一体のものとして形成されていて、これらを両立させないと一人前として認めてもらえません。妻有さんは、自分の体験を踏まえて、今後どのようにすれば新規就業者が着業し、漁村が活性化するか、様々な立場の人に提案していました。
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緊張の審査結果・・・
審査員からは、「外部からの新たな刺激を漁村へ与えて欲しい」とか「このような活躍を、新しい漁業の発展への糸口として使って欲しい」などのコメントを頂きました。当初、大勢の前での発表と言うことで緊張もしていましたが、途中からは落ち着きを取り戻し、熱い思いを語れたのが良かったのかも知れません。
この結果、最高賞である知事賞を受賞することができ、緊張した面持ちで賞状を授与されましたが、まだ次があります。３月には三重県の代表として、東京でより熱く語る予定です。
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妻の存在
当日、客席で熱いまなざしを送っていた女性が居ました。彼女は妻有さんの奥様です。就業に至るまで陰で支え続けてくれました。仕事と今回の発表の両立にも、彼女の存在は欠かせませんでした。妻有夫妻は、今後も漁業と地域の発展のために尽くしたいと、決意を力強く語られていました。
もしかすると、来年は彼女が発表しているかも知れませんね・・・。
